
会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
︵
13
時
開
場
︶

定
員　
４
５
０
名
︵
当
日
先
着
順
︶

参
加
費　
無
料
︵
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。︶

第
3
9
6
回　

5
月
21
日︵
土
︶

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

青
年
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
の
学
問
形
成

講
師　
中
生
勝
美 ︵
桜
美
林
大
学 

教
授
︶

聞
き
手　
小
長
谷
有
紀 ︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
︶

終
戦
間
際
の
張
家
口
に
、
伝
説
の

研
究
所
と
呼
ば
れ
た
西
北
研
究

所
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
研
究

所
の
半
分
以
上
の
所
員
が
著
名
な

人
類
学
・
生
態
学
の
学
者
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
発
表
で
、
若
き

日
の
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
が
、
ポ
ナ

ペ
、
大
興
安
嶺
、
冬
の
モ
ン
ゴ
ル

草
原
縦
走
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う

に
学
問
形
成
を
し
た
の
か
、
１
９

９
８
年
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
の
証
言
を
元
に
発
表

し
ま
す
。

第
3
9
5
回　

4
月
16
日︵
土
︶

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

霊
長
類
学
か
ら
み
た
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
の
文
明
論

講
師　
山
極
寿
一 ︵
京
都
大
学 

教
授
︶

梅
棹
忠
夫
の
名
著
﹃
文
明
の
生
態

史
観
﹄
は
、
現
在
の
先
史
学
や
霊

長
類
学
の
発
見
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
み
て
も
、
そ
の
輝
き
は
失
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
人
間
共
同
体
の
歴

史
を
生
活
様
式
の
変
化
と
と
ら
え
、

生
態
学
の
遷
移
概
念
を
用
い
て
そ

こ
に
段
階
的
な
法
則
を
見
出
そ
う

と
し
た
と
こ
ろ
が
新
し
い
発
想
で

し
た
。
そ
れ
を
、
人
類
の
進
化
と

自
然
に
学
ぶ
市
民
力
の
歴
史
と
し

て
と
ら
え
直
し
て
み
ま
す
。

国立民族学博物館友の会　電話06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX06-6878-3716  
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

三
月
一
〇
日
よ
り
始
ま
っ
た
特
別
展
﹁
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
﹂

の
解
説
書
を
ご
案
内
し
ま
す
。

国
立
民
族
学
博
物
館
︵
み
ん
ぱ
く
︶
初
代
館
長
、
梅
棹
忠
夫
の

九
〇
年
の
全
生
涯
と
そ
の
知
的
営
み
に
せ
ま
る
、
渾こ

ん
し
ん身
の
力
作

で
す
。
総
勢
四
一
名
に
の
ぼ
る
執
筆
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視

点
か
ら
解
題
を
こ
こ
ろ
み
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
を
ご
覧
に
な
る
前
に
、
是
非
お
読
み
い
た
だ
き

た
い
一
冊
で
す
。

友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
3
9
5
回　

5
月
7
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

梅
棹
忠
夫
の
人
と
な
り

講
師　
石
毛
直
道
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
︶

20
世
紀
後
半
の
日
本
を
代
表
す
る
知
識
人
と
し
て
の
梅
棹
さ
ん

の
業
績
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人
柄
に
つ

い
て
知
る
の
は
、
親
し
く
し
た
人
び
と
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
梅
棹
さ
ん
の
酒
歴
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
梅
棹
忠
夫
像

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
3
9
6
回　

6
月
4
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

梅
棹
忠
夫
と
民
族
誌
写
真

講
師　
𠮷
田
憲
司
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
︶

日
本
写
真
家
協
会
会
員
で
も
あ
っ
た
梅
棹
忠
夫
先
生
は
、
民
族

学
調
査
で
の
写
真
の
活
用
に
つ
い
て
独
自
の
見
識
の
も
と
、
世

界
各
地
で
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
人
び
と
の
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め

ま
し
た
。﹁
梅
棹
忠
夫
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
民
博
に
寄
贈
さ

れ
、
現
在
そ
の
整
理
や
情
報
化
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
企

画
展
﹁
民
族
学
者
・
梅
棹
忠
夫
の
眼
﹂
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
梅

棹
先
生
が
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
を
通
じ
て
眼
を
凝
ら
そ
う
と
し
た

世
界
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。

東
京
講
演
会

会
場　
東
京
都
中
小
企
業
会
館 

講
堂
（
銀
座
）

定
員　
1
3
0
名
（
要
申
込
）

第
97
回　

4
月
30
日
︵
土
︶
14
時
～
15
時

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

梅
棹
忠
夫
の
人
と
な
り

講
師　
石
毛
直
道
︵
国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
︶

第
98
回　

6
月
26
日
︵
日
︶
14
時
～
15
時

梅
棹
忠
夫
先
生
の
学
問
世
界

講
師　
松
原
正
毅
︵
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
、

国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
︶

梅
棹
忠
夫
先
生
は
、﹁
幻
視
の
行
為
者
﹂と
し
て
の
人
生
を
あ
ゆ
ま

れ
ま
し
た
。そ
の
あ
ゆ
み
は
、み
ご
と
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
す
。

梅
棹
先
生
の
学
問
世
界
を
さ
さ
え
て
い
た
三
つ
の
要
素
は
、持
続

力
、越
境
力
、発
見
力
だ
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
講
演
会
で

は
、こ
の
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
お
話
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
別
展
「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」
解
説
書

刊行物紹介

特
別
展

「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」

み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
・
梅
棹
忠
夫
の
軌
跡
を
た
ど

り
未
来
を
み
つ
め
る
特
別
企
画
展

日
本
の
ど
の
よ
う
な
問
題
も
、
日
本
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
そ
ん
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
へ
の

知
的
好
奇
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
世
界
中
を
あ
る
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
動
を
記
録
し
た
、
梅
棹
忠
夫
の
生
涯

を
、
み
ん
ぱ
く
で
﹁
探
検
﹂
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
世
界
へ
の
あ
く
な
き
好
奇
心
を
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

会
期　

6
月
14
日
︵
火
︶
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
企
画
展

「
民
族
学
者　
梅
棹
忠
夫
の
眼
」

梅
棹
忠
夫
が
、
世
界
各
地
で
自
身
が
撮
影
し
た
写

真
の
な
か
か
ら
自
ら
46
点
を
選
び
、
国
内
各
地
で
開

催
し
た
写
真
展
﹁
民
族
学
者　

梅
棹
忠
夫
の
眼
﹂

を
再
現
し
ま
す
。

会
期　

6
月
14
日
︵
火
︶
ま
で

会
場　

本
館
展
示
場
内

お
問
い
合
わ
せ

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

電
話　

0
6・
6
8
7
8・
8
2
1
0

◆
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
が
梅
棹
先
生
の
人
柄
や
研
究
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ
セ
ア
ニ
ア
展
示
・
ア
メ
リ
カ
展
示
が
あ
た
ら
し
く

な
り
ま
し
た

あ
た
ら
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
・
ア
メ

リ
カ
展
示
場
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

み
ん
ぱ
く
春
の
遠
足
・
校
外
学
習 

事
前
見
学
＆

ガ
イ
ダ
ン
ス

春
の
遠
足
・
校
外
学
習
に
む
け
て
事
前
見
学
に
来
館

さ
れ
る
学
校
団
体
の
先
生
方
を
対
象
と
し
た
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
オ
セ
ア

ニ
ア
・
ア
メ
リ
カ
展
示
に
つ
い
て
も
研
究
者
が
展
示

場
で
説
明
し
ま
す
。

実
施
日　

4
月
5
日
︵
火
︶

4
月
7
日
︵
木
︶

4
月
8
日
︵
金
︶

◆
研
究
公
演

「
心
に
草
原
を

―
馬
頭
琴
が
ひ
ら
く
、新
た
な

世
界
」

み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
の
梅
棹
忠
夫
が
、
本
格
的
な

人
類
学
研
究
を
開
始
し
た
の
が
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
。

生
前
最
後
に
訪
問
し
た
国
も
モ
ン
ゴ
ル
国
で
し
た
。

今
回
の
公
演
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭
琴
奏
者

A.
バ
ト
エ
ル
デ
ネ
氏
の
ほ
か
、
総
勢
9
人
に
よ
る

演
奏
を
通
し
て
、
地
方
に
伝
わ
る
擦
弦
楽
器
と
の
違

い
や
民
族
音
楽
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

実
施
日　

5
月
5
日
︵
木
・
祝
︶

時
間　

13
時
30
分
～
16
時
15
分
︵
開
場
13
時
︶

場
所　

講
堂

定
員　

4
5
0
名

※
参
加
無
料
、
要
申
込

申
込
締
切　

4
月
21
日
︵
木
︶
必
着

申
込
方
法
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
︵
返
信
用
宛
名
面
に

も
︶・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
︵
本
人
を
含

め
４
人
ま
で
︶、﹁
国
立
民
族
学
博
物
館
友
の
会
﹂
会

員
番
号
︵
会
員
の
み
。
維
持
会
員
お
よ
び
正
会
員
の

方
は
優
遇
枠
が
あ
り
ま
す
。︶
と
﹁
５
月
５
日
研
究

公
演
﹂
と
書
い
て
広
報
企
画
室
企
画
連
携
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

時
間　

14
時
～
17
時

場
所　

第
５
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か

申
込
方
法
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X
に

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

広
報
企
画
室
広
報
係

電
話　

0
6・
6
8
7
8・
8
5
6
0

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

5
月
5
日
︵
木
・
祝
︶
の
こ
ど
も
の
日
は
、
特
別
展
、

企
画
展
、
本
館
展
示
を
無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
た
だ
し
自
然
文
化
園
を
通
行
さ
れ
る
場
合
は
、

入
園
料
が
必
要
で
す
。

み
ん
ぱ
く
ラ
ジ
オ  

〜
世
界
を
語
る
〜

み
ん
ぱ
く
の
研
究
者
の
お
話
を
ラ
ジ
オ
で
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ラ
ジ
オ
大
阪︵
1
3
1
4
k
H
z
︶

毎
週
水
曜
日　

23
時
30
分
か
ら
24
時

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら
17
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
で
す
。

■平井京之介　著
『村から工場へ
―東南アジア女性の近代化経験』

NTT出版　定価：2,415円
タイの農村女性は、いかにして
工場に適応し、生活はどう変
わったのか？経済人類学の新
たな地平を拓く日系工場のエス
ノグラフィ。従来の「女工哀史」
という見方ではとらえられない、
生き生きとした姿が描かれる。

■川口幸也　著
『アフリカの同時代美術
―複数の「かたり」の共存は可能か』

明石書店　定価：4,410円
アフリカの同時代美術という分
野で、20世紀のアフリカが出
版や展覧会を通してどのように
語られてきたかを検証し、21
世紀における新しいアートと文
化の語り方の可能性を模索す
る。

■Bon brgya dge legs lhum grub rgya mtsho/
Shin’ichi Tsumagari/Masashi Tachikawa/
Yasuhiko Nagano

『Bonpo Tangkas from Rebkong 
 (Bon Studies 13 )』
国立民族学博物館調査報告 No.95

■ 『民博通信』2 010　No.131
評論・展望
他者の幻想、自己の内観
―驚異譚をめぐる比較研究
山中由里子

特別展解説書

梅棹忠夫 
―知的先覚者の軌跡

編集： 
特別展「ウメサオ タダオ展」 
実行委員会
責任編集： 
小長谷有紀
発行： 
財団法人千里文化財団
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